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ほ　じ　の　に

大畑枚九州堵軒も終わ日Lr｡.私は梱頒杖送が43･うで娼叶如

周や(1テレビの恥朝づLIC:なります･中でも秦の洛碍o)桝丸首も

思われろ堺(二は観音(t恩わT人声ibL7;てしまL^ます･その後

の何と夷峡lJこと′体まで軽くtI7て菰乙ゆきた.L､り'L終じで

1.

今え,用言濠んて･いrlら言尺三鷹訳点字プロヮ7々っく')竿垂1
I

としu滑頼摘紅　臥回収-璃　-ーク私kL-三品

t:込んで束た.駅のホーム【ミ工事iLT:滑り止y)が｢Lftやプロッ

7と伺逢LてヒヤッとLTlJとし弓声乏常いて視覚碑/官省蕗為を

ol三多摩ナロ7//盆複が改長考求をI R側(:乱し{ことし､うもの二

二九と何型の滑り止y)fT真摘壬(1じy)5敬でも玖温されてし-ろ外

今後玖置盲予定している軒もわちと｡ゾ､7とさせうtlますわ･

この度の粗慢夜宮嶺の働き(つまでに伏希.やっfT{ネ!奉の舟

●蘭の頗ものか味わう哀歓":体中叛ろ.

でもLCいかか､ろ.河本の社食で碑老境や患菟rJビ､b,腐植旬9rt息

乳と求d)ち久,大切rl存在であろ亨か詰められる軒ていつ泉もの

lf'ちうかY.令(1まT,一弘たちか大声言出して叫EJ絶(1る時代でi)も｡

孝和でイ生みfL､緑蝕社金言作るV7liねrlちでPlろというブライト

盲希7て/ (凍U)

-/-



カytl杷正直凍頚演金　華qu報砦

紅葉も蕗iDqド適才しイ:[0月20日13蕗1り,姫J欄労

索敵センターE:おいて行rJ･われきしrl.

_準備はすヾて運罪過旭)lE史郎壕の泉田さんD:して下さL^まL T:｡

まあ.堪しいことEこ他外郭か､ら2_名も応軌二来てくださって, ●

受付からお茶のサービスまでf;せ藷L=なりユLlこ｡

当初,奉加者flケrJL^r{ろうLSってし､TI予想(:乱して,令(lも

氷帝の降L)久しそうTL月順いえ礁卜t杓うす.鵜川遁鯉q)患者､

夏篠, iLJはJl)4名(鹿口.右6]､泉谷･乎適)が加わL)仏教2

0.名(こrLワま　Lr;｡

丸戚こLo)司会で

○　ノ瑞ロえ朝一監C)才灸･汐.

o直凍嶺清川威互森泉軒埴瑚轡筆内幹　産卵士墾　●
や.

泰摩れ生の講演rl-,辛糾せ炉云か璃く.雛か丘の離
ノー｣ ′

農ともまうヾき内各でLtこ.

o　藍藻相言え一日腎こん丘療法L=ついて0)如親王希っていちフ　し

17'rlめでしょ　うbL.,%発TJ:項問は息ませんでLtこ.

o　丈IniJ合-､コーヒー,JT一考‡いr-Jfきrlb:ちな己終令.

-客車の務口え華-良(i.雰軒気t取ら〔T-るたわヒ 言藷蜂蜜克

服のたわ(こt思い立7て一妃y)T:詩吟が.大麦鋤屠0,9)フ左
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って　左口承の鯛泳王政定してくれよし[こ｡仝葵ちっとii聴き)＼

i)i,･した･Jlul声壬出す事.級(tカ壬入れろ事(1ストレス轡

滴や.催内の内磯後席C)/%動き潅懲(こして攻凍Lこ大変1いとの
l･　　　　i　ヽ ,　,､t･

二ly'L ｡

頚飾の穂本見/iもいうフしゃ,て.皆さんh:病魔壬紹介マる

平で(,りいうとアド/ヾイ了壬いたr;~三,眼かTJ-え乱射こ点り卓

し_√こ｡

二0)遠慮璃演で気付L'r<ことで1が､金員かJ櫓Lr'二と.

ま良.置監してからMqと努断つれるまで,.厳鼻も?軌奇々
I

の病疫きずuて老骨ご定方h:あL).親任でもir-:そういう盲

布みちことを思い知C,で九.患者いとって力直尭コんとの出逢

いか如何t二人8/7か壬乳F)て思いかi.しました｡

メ削りC)皆ごLのご確カで､泉篠的7fjDやかた良L,度し1LtTJ ･)

まLtt.

●　　埠も早々(こ豆嘩〔顔希L徽削主久し､てしまし一. 2週間繰っ

ても(1っき()しませんQ哲さL4,ノ各L:拘って郎戸など久かねよ

う. fLi,-熱tfl過ごしくrTでい｡
■　b　　+　　　-

讐=-=Lf L I-_I -=_!丁葺



｢鵜]1地産直東嶺譲合J r二本如して

(猪口東武)

I 0月2占日.頻(･慨正直療鵠演合が馴鞄lB新高祉合食で明

かれさした.善吉呆小言うと卵0度20JAと再地をT1.の直療蘭

潔各としてL噛(こ盛大.布五条'IものとTJl)よしt-t･ときうのL?

(0月1 0日のやし込み〆切EHこ｡産か数名とし､うことでLTこの

千,開催iるどうか迷う場面もありa LlIか, llとえ)名で斗萌

浦壬邸くくかあれ(^JやりまLJ=ク(鵠申p)尤俵llけ申し袈古いけ

れども)と楓も決めて粥確の日壬待ち壬LT:｡

ところ^-〆切帥ら20tヨの脚佐田までの恥恕孟忠恕禽

斗が風間これてし-ました｡あの行旬か二物与言わせて(どん7f方

法主用LIrこれgl招く+YンスがあL)3せJtでLT;) i)のき.二の

車で孝DD菟主務,) Lとうとう抑催和ヨ(:(コ20j,iE(魔王ろとい

うす随を象'+よしf--･そのご首筋主恩律Zll;llr:一頭の下がろ息　●

いと尋常でL^｢げL,です｡

三e)如らtt-(こ･Li^も乾く一友C)金手萄局のtF過･丸谷一高釘.痛

ロの4ノ畠が威通後細わて品漣運.路王府息′ヾ六で佃t･lへ丘15-しきし

良.なぜJ'尺玉利珂LrJいか?て,わかろぐLfク.与7Tlクク

桝金が養い亨か~笹轡や牢打･･bb隼よ')歳噸私されろ各年rOtられ

一考レ丸根Llも

大王Lrl.　　　.y^

乳も婦中やカ､再即日こ跨りえっことか虫
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●

令堵凋くとき久し､ト孝射水rこ食掛こLユ恥卑名C,方か萄席
I ､丁､ . ～   - ..         I   IJ

して危ら′読,断の橋-生も-のtJL､軍勢で萱-墾れま
T 7

し′こ-私ら';らト紙しみ易し-お人柄の1ク(こ私亀(1与れよしfl｡
ヽト･   ～ `r-

舶史郎-如き畠介で.離考tt希である孝三刺し､てこ如l･っ

くりでLrこ｡あの若さでj3(ち.そうでLtこね年AlこLl劇偲rまZlレ

LLE'{∫11 )

もう~ ,を､の一til_碑if:の(i.. ,7:'ランチア写して貴T3の,kL川

や勧青い也〔患境成年の方か19_卓して下でっrl事です｡それも

私′こちよL･打もっともっと苛酷lJ病魚と斗レTJかき∵干した｡泡

･･一- 'さ　･'●･L'･1~●:-･　Y-･1･▲/:'･; ･ ･:-

ーl         .i-.:･11ミ･ 1' ∫

0万円い玖りし,藩壬断て､.^(の木ま亘ま千の纏とfT動
J I :7へJ

か郎高まLll.せの中高てil11:らしい人オ:危ちので

Lfう･鳥､Lこいか吊くLLrんぐ肯く甘い･7-亡穴｡Y,t同和こ私

の心の軒捜し､叶注ぎ･込ま･帖り咽勅さえ儀えましたC廿

か^てtつ玖珂β!T'･.tでて(寸ダyJ; I/ ･拓と硬敗れ,,!･招うーくの

●　摘(こ叱射れこ｡..打思し､叩.

史再ろ-つlこLモ療濁譲金の聞催言透し-(動封うえの文中

退官の-端与租かrてT:';上狛Lな絶カで鯖熱E:糾しさせて

L恒っ､た序が私(こ憎い収穫でLrこ｡

.tI



肝腎の直藻事項ですが.言い象がましくTJりますか.次の埠由o･

ち.今E](1朝食でせていた[{空砲日だけのfj知らせとします.

①　スライド呈依っての粗鋼の[この.鳴くてiEJ魚がとATJj､っ

た事.

㊤偽名テ-7oa)奇声の申(=スライ守の中味金平の挙動1人っ

てしヽtTいこと.

a)如Lて.郎乙方針挽及L:滅通して乞食fliz,hd,13;有終触､ ●

鑑であろこと,

◎　璃竣内各(1.新Lい治療漁の鯛軽がTJい徹り.今までの萄

坤の#LJ生の嶺境内息と吏hっT;ものはTEL^こと.

比上の柁由かう額LL.内各11歳略させてL^t:[{きまLrこ.

工.病気のす),)γこち,一･･d筋魚カTA(くどんT{か犬tらちt)すか.

4かう7--/0)やのどこZrどうtlるおい鹿瀬か各そ　るo)か

a.藷後金の息為　-I 0　どL,TL枚登が吊るか

oと~0,1うTI方法た0,か. ｡何tLらべ∴主のカ､ oその効率は

旦　療射こつし､て　-I o病臥:∫ rて港療法b:塩うこと.

o今行rl hれてし､る)岩魚乾.

凍　ク　t)-どの轟粧､挽回･5古顔の有法

官･･一滴堆､主君･化ミせろ阜H.
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JPC_｢全国患者･象鼠集会｣ (こ奉加して

●

顔口臭武

L O長日　7-i 8日の2日間｢全回寒為･最後尾盆｣が東京で

聞かれました.光-#遺晦議連から総勢2 51Ah:剰氾し.比El北海･

追,石和1九軋全厨各地C)経痕嬢や薮病図像から泰郎Lr:中で.

it麻遭勢がt番多か7 rlの-tHlZlから招し.

く10日17日(冒)多l日>

(東京コマ液行会館)　1 3:Oo′ん　受付

亀数282.%各条　　(ヰ:0-0 -　凡朱塗

I g二30･J　夕食･懸絶金

華　敗町からLL{L矩ん,九枚から光野ミん･池田で/J,京都tJ､

ら古谷でL,,兵庫から坂下でん′光舟運からLP敏雄L, ､威

喝コん阜私Q) 3.品が-萱卜展7て1日丈を温d)まLrlp

求　人県会で11仁産璃級%｣ r恩恵･象殊の韓L｣ ｢結成登竜J

などが行われヱLr'灯, rrでも卑i-♂)yFで野U)つまろようTJ

体験や現状の血壬吐く∫うrJ準え仁葱動と扶養吉野fHこしま

Lrこ｡

く10日18日(局)毅2日>　　‥‥

I Oこ00--11二001 - 1デモ行進

霞ケ蘭Lr)各名前‡細目(叫こわ{:って行且.

- '7-



-xL行進摘発叶え単身沌執こr宣承カーJ息橡逢鴨細

絹の衡こ阜酎2正数呂沌わ･史再の後場李で為鑑
のけ一･)

逢種名の史郎泉南風体の鳴掩って絶きました｡霞欄界

隈では鼻級とLSLb行進だっ{=lうで了･過少く人も李言上

y7て,如胎tこ汀-奴等や恥旦入っている人か炭山

f;｡ま,.LT1.励､卜争ごたん壬感じまLltれ//鞠乳忘L^Lづ

江戸の習わし.,のそれf:Iけで打如･っ書写息いり･　　●

[3:00-15こ30--/亀適確璃

o壕生,%:大観:丈顔崩:壊乱奄こ選糸満
Ll l比　　　丘　　　　　　V

(脚(,励｡潮目ふ, (-)

骨廟遍　　求慮Llよって人毅郎長からL) :frqJIT酢絶って

こ7隻｡)　離iLまし,:･

炎如痩主摘ilJ･嶺瑞卜かわL)ました｡扱ていれ､TJ銑鋼

や榊寄主,Rけましたか,行臥断線リt)t･rられるかどうか

の露il-tJ7表札豆.このようた味酌み車線''て行●

n}う亨0,歳も大切で吊ると思し-まLfこ｡

#　大臣や画盆魂維(1でriく､今回のりL:-各魔の努粧

甥かっていち漁結締結った人用離如-て斬事

も札を良し､亨r1-と息レまLfL｡

-lL 冒 I-

I, :.I. I.:.7 I: ･t.::/'J_:.･:I



_　t L-一日　-I-　-　-1-L-一一一一一--　　　-　-　-　----　-

二養毛1-<ji,･一之圭三
1

〇　今年5月に入会された､桜井彩干さんはー体調も良くなり職場に筏帰

されたそうです｡長かったですね｡

あまり無喝をなさらず頑張ってください｡

-e O鎌田瞭子さんが､秋頃より体調をくずしておられますo

一日も早(お元気になられるよう､頑張ってください｡

○　いつもお元気な中道和子さんが､カゼが長引いてダウンしています

ぉ大事に.早くなおしてクリスマスにげんきな顔を見せて下さい｡

o　かd7甲子さし_　昭和か､埼句.ヰ華中　如け5ことが'

育罷LこなっT--そうで守や

≡●　　:一　･一　　._.:I -: .

. I              . - .         ､    ●

･dJ舟木免官っ県下Tvt
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伊藤かすみ個展

12月5日㈹～10日快)
10:38仙ト6:3(】rW(T78緯E]は6:OtmJまで)

ア｣＼ギ17ラリーさいとう
ブリ琳｢ス(4F)

〒06D札幌市中央区爾1条西2丁目
丸-ビル　　TEL.011-222-3698

※エレベーターをこ別間下さい.

※会場には2:00から出ておりiL-すb

コスモス　AF

アトリエ./札幌朽西区八軒g条西10丁巨はIgハウスK {6LH-DO柁

自　　宅/′札幌市中宍区南27条函8丁巨‡卜30　　　{531 1276ロ

/ Lココ　　　　　〕

-10-
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会費幕内人の淡さ願し､

平成3年]:･も終わりに近づきましたがーまだ未納の方がおられます..

●ご承知の通り年間3/600円のう予2/100円を本部へ納入しt

Aiり1′500円が支部のー活動の財源にな′ります｡

克納め方はー振込用紙を同封しますので納入して下さい｡

ぉ顧いします｡　　　　　　　　　　　/ _､811号

宅E三∈患者の生子吉　向｣二　を

JPCの国会諸掛有頭署名が10月10日､全国一斉に行桝tまLlた,

札幌地区は～　4丁目十字符に患者や家族80名が参加し､署名､募金

の協力を呼びかけました｡

●　筋無力症友の会からは-中敷東谷が参加･当日は天気に恵まれ人出

も多く､大勢の協力を待ました.

JJ!- _ I ･JT- ⊥_i-I..___三.Jft'-. _I ⊥二ヌ･･｣J:;/-'J･.

､　　　　　　◆-

∴ご:･'
>

一一J i-



.･=ゝ_

全回蔚禁か良友の令兄粗造文部の｢絡7U ｣ i

光舟速攻病センター　ケア偉尾灯別儀魂汝募金

L=線条しよう

この募金通勤(こつし-て｢rlS K. Tlんれん　vJ.∫3言わ篭みa)オ

lJ鋸I-ご永加の亨と存L-ますが､折こちの友の食通文事としてLl

ねた棉射問題として弦かこ約1度削むければ,J日せん,

痛斉戟争壬きっか(1(こ経済大鹿甘木の名Llせ界の偶々〔ミ3で如

･九わ[:,)まLT:A:′払r巧q)生渉の甲で経済大国i突感し得る1,

やLb,ろもてLIうか･そiLf1絶舟か萄て･t'クLJ打う福祉d)面で11

竣尽#Ll､7攻というぎ突0,答i生してくれています.経希と稿祉

C)余.)卜も太さrrアン′ヾランスE:蚤さ入ろばかりです.

三の事Lg一朝-タで疎音できちとLq.PLTL､ませんh:､長し､地道rr

逆潮のすII-徐/日:玖孝されてし,く亭主せJS中の鹿又が風えて<久

てし､ますb　　　　　　　　　　　　　　　　●

今回の｢ケア促も付利館竣級退勤｣も孝Iこ漣的壬建てろ運動で･

rJく.日本の敢治の方(q互変Lる一つの運動でもi)bと患い3す.

光洛連敗病-ttンデーLT日本平で北洛逢r{けb:もってLA々乞シター

で7.それも九六ち絶海を為が-払とな-て漣働iL lミfrf泉.栄

楓Lr-JLrl.ちの告でも3)I)ま了｡透ヰ各回各地から祖師こ禾与れ

いざ今回J&地で経病iZjTタ一重玖i%毎か強さ起,てし1ます｡

-I2_-



このrlb:の｢ケア夜色付利髄液汲｣か凍乱す山1㌦JJ･･JT7俊もの

もデノレとして,迫内ふ市町村(1もとfり.全回各地からか]壬絡み､

ち和才J跡見でめク､ヱ7.

と-a)よう〃長身女鹿も伴うか媛束可ろ甲で･タくの壁いえさ番っ

て未[;･に碓屈llろ希各項盲作ろ亨が五泉たし-でいる卿犬の平で/

私たち終商連のこの逢旬が･ヅ･すや福祉画日本t貿見てるr:U)の一

●　右言放する和なり･他顧朗の注射遇めるものと偉じま告

皆さ3の汲ガ,Jご丈強いJ-て賂雅言達成させJこいもo)と一廿b､

ぅご協力盲お周し､1ろ次第です･

o　次武卜残そう　この壕魯tJ通産を　ノ

o　凍射これして畔5-う　%尊の願し､ノ

○　鵡頗よ周け　行来の動こ　ノ

o　乗のh及J　東電与久らTl !

●　匿)射過敏の趣旨､札各師ついてLlrluLL｢蟻適齢セシ

2-　ケア任屯イ摘魔速射液円着金退廃　ご欄カC)3'額L4｣

とニ~卒無くtrでL^･
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ひと足.お先しこ‥.

青敵甘クリスマスをご一緒にIl/

1正雪　　　i三田'i2郎軍報①　二二でラ.I.

(周演) 1Li ; 00.-　　　　℡(53T)7けJ

℡(51273233

草生91
コ脚辻札礁天啓

暦柳.円
b中･再任生　2500円

AJJ讐盟)1･5 00円
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壊よりませんか

み左もレあ'Fくなりよし1=木.お`象t)虜')

お虹んか.
TIS,.ん乳左でも土浦くfuO)と〝().上釦のよう

ドrjL鞠包廃嫡車塊の7/ノズマスパーティJ (I

fct年令も奪掠て薮やしてみませL-帆

(金員の牙にJま.夜のAiLJ､ I,の何粛毎LBlT, )

12,しヨま-C'上松Lに身近/L7=･.TLiい
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rJPC,. 1姶葡頼o'屠Aと藤倉.tこ　ご鳴か呈･T

●

●

今年もまた蔑見と藤倉の賠顛b:やって泉まLr; G寛名)可貌主局

封しまLlこれで:人現多く.′一円で壇･く寛めて逮絶海速に逢

ってくノTさい.

oこの画仝請頗(こよって.各年.将領ErかC,鰯壌EHこつVtて

射帥頼.子音がつけうれ六9,針子断つレーてし-′ろも

のについて(つ虎醸されTi ,) ,ナげっでけ3)る9/経常L:淡師

友決しておL)まず.

o募如,腐食湖ここ付表と且る身耐忍缶用抑ryj孝の孫鋭

敏こ九号されますA:I., 3 0 7T.A:筋セガ豪邸針こ遺kJ141て.港

豹の賓食ィ､くL)LlもTLってし-ます｡

o葦名一身合｡J私r--ちC,選択･Sくの人々【こ理解Lていただ

く絶好の楓各でも9) ･月す｡卑[:定食とその次複の問題でかく

すべての人の血液と施AJt･(二つrJがろものであり､私たち(てその

武奇瑞で･あるYl璃Lて.絵弓カニとtIくJ解言放-て｢ンドン

汚勧モ風聞してくr=+こい｡

_D′この活動の平で′ 3',1日-iき-と嫁入かの人かウ激励の言葉

や′,,商いlま感謝の言蔑こえ嫡ら水もことでし∫ /')｡

---I tlp一一-

/一j



縞　　魚　腹　言乙

0.今卑も残すところわずか巨ねL)i LT;･みねごL,摘hF)C)')

ません9､｡風牙Pb{はやっておりますが旬何ですか｡ Mrlt10ゼlニ

殉いので気をっけまし∫上　　　　　　　　(東谷)

o　今渦はスしム:り卜｢わ{{ち.のみ字放し､L二束きしT-" 5-人で昼

食碩しくrこべまし':･郎寄った薄物再丹那/b'1合‥･●

薮し.が揮Z戊うかとと3°.また格紬こ凍しくおいしく食ヾられ

ま1.皆さんも瀬言出して見ません0､.　　　(施閥)

70　東山rL(巧くJrリi=みLた(:合え. 1'ゎlTぢ.,咋Ljをいつもよ

り楽しくでtrて小{:TItき生し{;｡磨くTIt)まLrll.皆様:ヵiZ:互む

かttいでれ　　　　　　　　　　　　　　'(齢一木)

o　昨秋｢級に痘｣とわかり′曹かきや寒さ再考･くね')抑止/3矩せ

乙てい､ら九たくてi g用(こ引越L,ました｡曹かきがt^ちないと

い巨･u=lTで′初他紙とのえ酎なく7温射-:tTの糾1

･ナも'Alこ人らT.藻草【まつきっきりで煎じなければrJらたいとし'

ラ生賭｡人トよって(･=低利rI巷の任免.量か(:し､らして下さいQ

(古　庄] )

o　寒くrJリまLr:れ争･足･まう√{:の藤何がこわばって泉ま10

でも｢ろ泉√ごりrs(つ冷温からじ.もうすくいた正月.そLて喪しい

肴がヤって泉ます.--f律｡

( 7 72藩､それてrKd)今乱文華の20周早,卑し､ものです未0

-16-　　　　　　　(伊藤穴)
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